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「
子
ど
も
の

権
利
条
約
」
が
、

１
９
８
９
年
11

月
20
日
の
国
連

総
会
で
採
択
さ

れ
て
か
ら
30
年
に
な
る
。
日
本
は

１
９
９
４
年
に
批
准
し
た
▼
ユ
ニ

セ
フ
の
Ｈ
Ｐ
に
は
「
子
ど
も
の
権

利
条
約
」
の
子
ど
も
の
権
利
は
大

き
く
分
け
て
「
生
き
る
」「
育
つ
」

「
守
ら
れ
る
」「
参
加
す
る
」の
４
つ
。

一
般
原
則
は
、☆
生
命
、生
存
及
び

発
達
に
対
す
る
権
利　

☆
子
ど
も

の
最
善
の
利
益　

☆
子
ど
も
の
意

見
の
尊
重　

☆
差
別
の
禁
止
と
あ

る
▼
批
准
25
年
の
今
、
日
本
は
ど

う
か
。
今
年
も
災
害
で
多
く
の
生

命
と
暮
ら
し
が
奪
わ
れ
た
。
被
災

し
た
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
し
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
災
害
以
外
で
も
子

ど
も
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

虐
待
、い
じ
め
、地
域
間
格
差
、
賃

金
格
差
、
教
育
格
差
、
孤
立
・
貧

困
な
ど
子
ど
も
の
問
題
は
、
実
は

社
会
の
問
題
だ
▼
企
業
任
せ
に
せ

ず
、住
宅
や
職
を
確
保
し
、暮
ら
し

の
「
底
上
げ
」「
底
支
え
」「
格
差

是
正
」
を
し
て
「
貧
困
や
排
除
の

な
い
社
会
」
を
創
る
政
策
が
求
め

ら
れ
る
▼
残
念
な
が
ら
、
大
臣
の

不
祥
事
に
も
「
任
命
責
任
は
私
に

あ
る
」
と
言
い
つ
つ
責
任
を
取
ら

な
い
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
は
解
決
し

な
い
。
連
帯
・
協
同
の
力
こ
そ
が

必
要
だ
。
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ま
た
、今
回
は
大
会
宣
言
の
ほ
か
、

「
全
タ
イ
ヨ
ー
労
働
組
合
民
主
化
闘

争
を
支
援
す
る
特
別
決
議
」
を
採
択

し
、
全
タ
イ
ヨ
ー
労
働
組
合
の
労
使

関
係
正
常
化
に
向
け
て
、
連
合
鹿
児

島
全
体
で
支
援
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
は
下
町
会
長
に
続

い
て
力
強
く
「
頑
張
ろ
う
」
を
三
唱

し
大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

「
私
た
ち
が
未
来
を
変
え
る
」
安
心
社
会
に
向
け
て
！

連
合
鹿
児
島
第
31
回
定
期
大
会
開
催

鹿児島県の最低賃金が改正されました!!
【地域別最低賃金】

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最低賃金額 効力発生日
時間額（円） 2019年

10月3日790
※�下記の特定（産業別）最低賃金以外で働
く、全ての方が対象となります。

【産業別最低賃金】
特定（産業別）

最低賃金 最低賃金額 効力発生
（予定）日産業名 時間額（円）

自動車（新車）
小売業 844 2019年

12月29日
電子部品・デバイ
ス・電子回路、電気
機械器具、情報通信
機械器具製造業（医
療用計測器製造業を
除く、ただし心電計
製造業は含む）

812 2019年
12月19日

　

連
合
鹿
児
島
は
10
月
19
日
（
土
）、

鹿
児
島
市
の
県
労
働
者
福
祉
会
館
で

役
員
・
代
議
員
な
ど
１
２
０
人
が
参

加
し
て
、
第
31
回
定
期
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
女
性
の
比
率下町会長のあいさつ

心をひとつに団結ガンバロー

を
高
め
、
約
25
％
が
女
性
代
議
員
と

な
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
ま
ず
、
連
合
鹿
児
島
を

代
表
し
て
下
町
会
長
が
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
相
次
い
だ
自
然
災
害
の
被
害

者
へ
の
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
、
そ

し
て
被
災
地
の
復
旧
復
興
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
①
本
年
、
連
合
結
成
30
年

の
節
目
に
策
定
さ
れ
た
「
連
合
ビ

ジ
ョ
ン
」
が
目
指
す
社
会
像
、
②
若

者
の
流
出
や
過
疎
化
、高
齢
化
な
ど
、

鹿
児
島
県
が
抱
え
て
い
る
課
題
、
③

世
の
中
の
不
条
理
や
理
不
尽
な
ど
に

立
ち
向
か
う
社
会
的
正
義
の
必
要

性
、
④
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
発
揮
、
お

よ
び
公
正
な
経
営
と
社
会
的
な
責
任

な
ど
、
労
働
組
合
が
企
業
で
働
く
者

の
立
場
で
果
た
す
べ
き
役
割
、
⑤
今

年
度
施
行
さ
れ
た
鹿
児
島
県
議
会
議

員
選
挙
と
第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙

の
反
省
と
連
合
鹿
児
島
へ
の
結
集
を

要
請
し
、
結
び
に
「
誰
も
が
夢
と
希

望
を
も
っ
て
働
き
暮
ら
せ
る
鹿
児
島

県
」
の
実
現
に
向
け
、
固
い
ス
ク
ラ

ム
で
力
を
合
わ
せ
て
挑
む
こ
と
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
代
議
員
と
執
行

部
と
の
真
摯
な
議
論
の
も
と
、
２
０

２
０
年
度
運
動
方
針
を
は
じ
め
と
す

る
三
つ
の
議
案
全
て
が
満
場
一
致
で

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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団体優勝した「肝付B」チーム

開会式の様子　“いいお天気♪”

竹本晴彦アドバイザー

会議中の様子

第
2
回
県
本
部
合
同
会
議・

研
修
会
を
開
催

好
天
に
恵
ま
れ
、

盛
大
に
GG
大
会
開
催
‼

優
勝
は「
肝
付
B
」チ
ー
ム

県
本
部
ろ
う
き
ん
友
の
会

　

10
月
９
日
、
鹿
児
島
県
立
吉
野
公

園
で
県
内
各
地
か
ら
総
勢
２
４
０
人

（
42
チ
ー
ム
）
の
会
員
・
関
係
者
が

集
ま
り
、「
２
０
１
９
年
度
県
本
部

ろ
う
き
ん
友
の
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
秋
空
の
下
、
難
波
事
務
局

長
が
開
会
式
を
進
行
し
、森
崎
会
長
、

森
田
県
本
部
長
の
あ
い
さ
つ
後
、
競

技
が
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
は
大
会
を

目
指
し
て
各
地
域
で
練
習
を
重
ね
て

■ 団体成績
順位 チーム名 打数
優勝 肝 付 Ｂ 189

２位 鹿児島Ａ 192

３位 指 宿 Ａ 193

■ 個人成績
順位 氏　　　名 打数 チーム名
１位 佐保井　　　優 30 鹿 児 島 Ａ

２位 柴　田　哲　夫 32 加 世 田 Ａ

３位 馬　場　ヨシエ 32 指 宿 Ａ

４位 田　中　幸　子 32 鹿児島南Ｄ

５位 大　山　利　子 33 肝 付 Ｂ

６位 黒　岩　征　憲 33 指 宿 Ａ

７位 壱　岐　　　司 34 肝 付 Ｂ

８位 黒　丸　正　昭 34 肝 付 Ａ

９位 郷　万　　　務 35 肝 付 Ａ

10位 松　山　道　子 35 鹿 児 島 Ｂ

き
た
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
今
年
も

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

団
体
優
勝
は
「
肝
付
Ｂ
」
チ
ー

ム
、
最
優
秀
賞
（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）
は
団
体

優
勝
に
貢
献
し
た
壱
岐
司
さ
ん
、
個

人
優
勝
は
佐
保
井
優
さ
ん
（
鹿
児
島

Ａ
チ
ー
ム
）
が
勝
ち
取
り
、
52
人
が

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。そ
の
他
の
成
績
は
左
記
の
通
り
。

　

10
月
25
日
、
ろ
う
き
ん
県
本
部
５

階
大
ホ
ー
ル
で
２
０
１
９
年
度
第
２

回
県
本
部
推
進
委
員
会
・
運
営
委
員

会
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
榮
留
道
夫
県
労
福
協
理

事
長
、
谷
村
昌
昭
九
州
労
金
専
務
理

事
を
来
賓
に
迎
え
、
県
内
各
地
か
ら

推
進
委
員
17
人
、
運
営
委
員
12
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
石
田
則
行
推
進
委
員

長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
県
本
部
か

ら
は
９
月
末
概
況
お
よ
び
重
点
課
題

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
鎌
田

純
孝
副
推
進
委
員
長
か
ら
は
12
月
末

に
向
け
た
預
金
結
集
と
融
資
利
用
拡

大
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
提
起

さ
れ
、
議
案
は
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
後
は
、
ろ
う
き
ん
運
動
推
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
静
岡
労
金
湖
西
支

店
運
営
委
員
長
）
の
竹
本
晴
彦
氏
に

よ
る「〝
ろ
う
き
ん
〟が〝
ろ
う
き
ん
〟

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
」
と
題
し
た

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ろ
う

き
ん
の
成
り
立
ち
か
ら
、
ろ
う
き
ん

運
動
の
昔
と
今
に
つ
い
て
、
ま
た
静

岡
労
金
湖
西
支
店
の
活
動
に
つ
い
て

も
紹
介
が
あ
り
、
今
後
の
推
進
委
員

会
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な

が
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
健
闘
を
た
た
え
合
い
、

来
年
の
再
会
を
誓
っ
て
閉
会
し
ま
し

た
。
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近
年
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
急
速

な
普
及
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

環
境
の
変
化
に
伴
い
、
金
融
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
が
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
状
況
の
中
、
≪
ろ
う
き

ん
≫
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
に
よ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
た
め
、『
ろ
う
き
ん
ア
プ
リ
』

を
10
月
22
日
に
リ
リ
ー
ス
し
ま
し

た
。

【
ろ
う
き
ん
ア
プ
リ
の
概
要
】

★�

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
：
ろ
う
き

ん
の
普
通
預
金
口
座
（
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
発
行
済
）
を
ご
契
約

～
ア
プ
リ
で
九
州
ろ
う
き
ん
を
も
っ
と
身
近
に
～

利
用
手
数
料
無
料
! !

『
ろ
う
き
ん
ア
プ
リ
』
の
取
り
扱
い
開
始
! !

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　
　

⑤�

税
公
金
支
払
い
（
ペ
イ

ジ
ー
・
モ
バ
レ
ジ
）
も
簡
単

に
で
き
ま
す
。

　
　

⑥�

通
帳
ア
プ
リ
「
か
ん
た
ん
通

帳
」
と
連
携
し
て
、
入
出
金

の
明
細
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
９
年
10
月
22
日
～

２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で
に『「
ろ

う
き
ん
ア
プ
リ
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
、
メ
イ
ン
口
座
登
録
ま
で
完
了
し

て
い
る
方
』
か
つ
『
２
０
２
０
年
３

月
31
日
時
点
に
お
い
て
、
メ
イ
ン
口

座
の
普
通
預
金
口
座
残
高
が
１
０
，

０
０
０
円
以
上
の
方
』
を
対
象
に

抽
選
で
１
、
０
０
０
名
様
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド
５
０
０
円
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
、
詳
し
く

は
、
最
寄
り
の
≪
ろ
う
き
ん
≫
各
支

店
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
は
当
金

庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

い
た
だ
い
て
い
る
個
人
の
お
客
さ

ま
★�

ご
利
用
時
間
：
24
時
間
（
税
公
金

の
支
払
い
は
７
時
～
22
時
45
分
）

★
サ
ー
ビ
ス
内
容

　
　

①�
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
口
座
残
高

や
入
出
金
明
細
の
残
高
照
会

が
で
き
ま
す
。

　
　

②�

お
近
く
の
九
州
ろ
う
き
ん
営

業
店
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
検
索
で
き

ま
す
。

　
　

③�

ろ
う
き
ん
ダ
イ
レ
ク
ト
に

簡
単
に
ロ
グ
イ
ン
で
き
、
振

込
・
振
替
等
の
お
取
り
引
き

が
で
き
ま
す
。

　
　

④�

九
州
ろ
う
き
ん
の
ホ
ー
ム

ろうきんアプリの登録は簡単 ３ＳＴＥＰ

アプリのインストール
「App Store」または「Google Play」から、「ろうきん
アプリ」と検索していただき、「ろうきんアプリ」をダウ

ンロードします。

利用する金庫の選択
インストール完了後、ホーム画面やアプリ一覧画面から、
「ろうきんアプリ」のアイコンをタップし、続いて表示さ

れる「金庫選択」画面で「九州労働金庫」を選択し、「登録」ボタ
ンをタップしてください。

アカウント・口座の登録
金庫の選択後、アカウント・口座を登録してください。
登録には、メールアドレス・お客さま情報・口座情報の

ほか、ご本人さま確認のためにキャッシュカード暗証番号が必要
になります。お手元に普通預金の口座番号がわかるものをご準備
ください。（通帳、キャッシュカード等）

必ずメイン口座登録を行ってください!!
アプリで「残高・入出金明細」のご確認等を行う場合は、必ずメ
イン口座の登録が必要となります。

STEP

1

STEP

2

STEP

3

ろうきんアプリ

九州労働金庫 登録
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マ
イ
カ
ー
共
済
の
共
済
契
約
証
書
が

Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
９
に
お
い
て

「
情
報
の
わ
か
り
や
す
さ
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
！

　
一
般
社
団
法
人
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
協
会
（
Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ａ
）
が
主

催
す
る
Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
９
に
お
い
て
、「
マ
イ
カ
ー
共
済
の
共
済
契
約
証
書
」
が

共
済
分
野
・
証
券
（
共
済
証
書
）
部
門
の
「
情
報
の
わ
か
り
や
す
さ
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
会
で
は
、組
合
員
や
お
客
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
感
謝
や
意
見
・
要
望
、苦
情
な
ど
を

「
組
合
員
・
お
客
さ
ま
の
声
」
と
し
て
集
積
・
分
析
を
行
い
、業
務
改
善
に
向
け
た
課
題
を
設

定
し
て
、業
務
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
マ
イ
カ
ー
共
済
の
共
済
契
約
証
書
」
は
２
０
１
９
年
１
月
の
制
度
改
定
に
あ
わ
せ
て
制

作
し
た
も
の
で
、こ
れ
ま
で
集
積
し
た
「
組
合
員
・
お
客
さ
ま
の
声
」
を
も
と
に
、ヒ
ア
リ
ン

グ
や
第
三
者
に
よ
る
モ
ニ
タ
ー
結
果
を
反
映
さ

せ
る
な
ど
の
改
善
を
重
ね
た
結
果
、こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
２
０

１
７
に
お
い
て
「
こ
く
み
ん
共
済
Ｗ
Ｅ
Ｂ
資
料

推
進
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
が
同
賞
を
受
賞
し
た

の
に
続
き
、2
回
目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
組
合
員
・
お
客
さ
ま
の
声
」

に
も
と
づ
く
業
務
改
善
の
取
り
組
み
を
継
続

し
、よ
り
皆
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
で
は
、
11
月
1

日
（
金
）
～
11
月
30
日
（
土
）
の
間
、
九
州
・
沖
縄

限
定
「
共
済
シ
ョ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、共
済
シ
ョ
ッ
プ
窓
口
に
ご

来
店
・
ご
加
入
い
た
だ
い
た
方
に
は
、も
れ
な
く
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
今
の
保
障
で
問
題
な
い
の
か
」「
保
障
を
見
直
す

方
法
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、保
障
に
関
す
る
素
朴
な

疑
問
を
ぐ
り
ん
ぼ
う
各
店
舗
で
解
決
し
ま
せ
ん
か
？

　
「
気
軽
に
・
何
で
も
・
何
度
で
も
相
談
で
き
る
『
親

切
で
頼
れ
る
店
舗
』」
を
合
言
葉
に
、ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿

児
島
店
・
鹿
屋
店
・
奄
美
店
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
、皆
さ

ま
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

九
州
・
沖
縄
限
定

「
共
済
シ
ョ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」実
施
中
！

【
期
間
】　
11
月
1
日（
金
）～
11
月
30
日（
土
）

マイカー共済の共済契約証書（見本）

※写真はイメージです。※いずれのプレゼントも１世帯あたり１つとなります。※ご希望の商品をお渡しできない場合があります。※自賠責共済の加入は除きます。

【受賞理由】

◦文字のサイズやフォント、明度差

　が適切で見やすい

◦色数を抑えた配色ルールで、情報

　の優先順位がわかりやすい

◦視線の動線に合わせた情報配置、

　整理された表組みが読みやすい

【１つでも該当する場合は、ぐりんぼ
う各店舗へご来店・ご相談ください】
□保障の見直しを考えている
□病気やけがによる急な出費に備えたい
□�マイカー共済の見積もりをしてほしい
□�自動車補償の更新が近づい

ている
□家の保障を充実させたい
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【指定整備工場一覧】

42

指定整備工場名 住所 電話番号

鹿児島市

（有）岩﨑自動車工場 鹿児島市伊敷1-7-47 099-220-3524

（有）米沢自動車 鹿児島市伊敷6-12-15 099-229-2727

（有）福重モーターランド 鹿児島市川上町2660-1 099-243-6331

（株）並松自動車松原工場 鹿児島市松原町15-13 099-223-3286

（株）リライトガレージ 本社（東開店）鹿児島市東開町13-43 099-203-0277

（株）リライトガレージ新栄店 鹿児島市新栄町16-22 099-204-7821

（有）下島自動車 鹿児島市谷山港2-4-22 099-251-5121

（有）錦江カークリニック 鹿児島市小原町18-20 099-269-5133

（株）マスヤマ 鹿児島市上福元町6647-4 099-284-9633

（株）共栄自動車サービス 鹿児島市谷山港2-4-25 099-261-8536

種 子 島

（有）西之表自動車整備工場 西之表市西之表14176 0997-22-1285

（有）イトウ 西之表市西之表14408 0997-22-0222

（有）中村自動車 熊毛郡南種子町中之上2756-1 0997-26-0314

（有）牧瀬自動車 熊毛郡中種子町野間4193 0997-27-0344

屋 久 島
（有）ケーエムオート 熊毛郡屋久島町楠川574-14 0997-42-1268

（有）藤村自動車 熊毛郡屋久島町宮之浦1261-51 0997-42-1075

日 置 市（有）マイカーボデー有村 日置市吹上町今田275 099-296-3445

指 宿 市（有）川口モータース 指宿市十町1893-2 0993-23-4161

薩摩川内市（有）中村モータース 薩摩川内市西開聞町11-29 0996-22-2168

出 水 市 ドウワキ自動車販売（有） 出水市下知識町1712 0996-67-1173

いちき串木野市（有）太陽自動車 いちき串木野市照島5092-5 0996-32-1521

車検のお見積もりは
こちらから！

※�一部対応していない機種
もございます。

指定整備工場名 住所 電話番号

霧 島 市（有）芝自動車整備工場 霧島市隼人町内1323 0995-42-0143

姶 良 市
（有）スエハル自動車 姶良市三拾町920-1 0995-65-4718

（有）中間モータース 姶良市加治木町朝日町156 0995-63-2229

姶 良 郡（株）新園自動車 姶良郡湧水町北方2024 0995-74-3629

鹿 屋 市（有）増満自動車 鹿屋市下祓川町2284-3 0994-44-2228

志布志市（有）久保田自動車 志布志市志布志町安楽563-1 0994-72-3870

肝 属 郡
（有）深水鈑金塗装 肝属郡肝付町富山字上辻483-1 0994-65-1388

（株）オートギャラリー鹿児島 肝属郡東串良町岩弘2659 0994-63-5634

曽 於 市 片平自動車商会 曽於市末吉町諏訪方7934-3 0986-76-0169

奄美大島

（有）小野自動車工業 奄美市名瀬小宿172-1 0997-54-8311

（株）ツタエ自動車 奄美市名瀬小浜町22-4 0997-52-3878

（有）ボデーショップヒサオ 奄美市名瀬鳩浜町50-2 0997-52-4755

（株）フジタ自動車 奄美市笠利町和野1403 0997-63-1405

（資）要モータース 大島郡瀬戸内町阿木名188-3 0997-72-0035

（株）ホンダプリモ大島 奄美店 大島郡龍郷町中勝2395-4 0997-55-4071

喜 界 島
（有）園田モータース 大島郡喜界町赤連2400 0997-65-1551

（有）深水モータース 大島郡喜界町中間1026 0997-65-0354

徳 之 島

株式会社モリ 大島郡徳之島町亀津128-3 0997-82-1335

（有）阿三自動車 大島郡伊仙町阿三1283-6 0997-86-2283

（株）田井整備工場 大島郡天城町天城443 0997-85-3772

沖永良部島（株）ホンダプリモ大島 本社 大島郡和泊町古里209 0997-92-3504

　　　　　　　　はこくみん共済 coop＜全労済＞の指定整備工場で！
組合員の皆さまは最寄りの指定整備工場をご利用ください。

　こくみん共済 coop＜全労済＞指定整備工場では、組合員の愛車の各種
点検整備や車検など、丁寧なサービスを実施しています。お車に関するこ
とは県内42の指定整備工場までお気軽にお問い合わせください。
　車検のお見積もりは手軽なホームページをおすすめします。

※ご利用の際は、こくみん共済 coop＜全労済＞の組合員であることをお伝えください。

車検 修理 点検
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創
立
60
周
年
を
迎
え
て

理
事
長
　
榮
　
留
　
道
　
夫

　

日
頃
か
ら
、
鹿
児
島
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
（
県
労
福
協
）
の
事

業
・
運
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理

解
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
県
労

福
協
は
、
本
年
９
月
12
日
に
創
立

60
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
こ
れ
ま
で

県
労
福
協
運
動
に
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
先
輩
方
、
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
構
成
団
体
や
関
係
者
の
皆
さ

ん
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
行

政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
団
体
な

ど
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

県
労
福
協
は
、１
９
５
９
年（
昭

和
34
年
）
に
「
鹿
児
島
県
労
働
者

福
祉
対
策
協
議
会
」と
の
名
称
で
、

労
働
金
庫
・
学
校
生
協
・
県
職
生

協
の
３
団
体
と
15
の
労
働
組
合
が

参
加
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
は
、『
三
種
の
神
器
』
と

称
さ
れ
た
白
黒
テ
レ
ビ
・
洗
濯

機
・
冷
蔵
庫
の
家
電
製
品
が
家
庭

に
普
及
し
つ
つ
あ
る
頃
で
、
経
済

白
書
に
お
い
て
も
「
も
は
や
戦
後

で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
、
輸
出
の

拡
大
な
ど
で
日
本
経
済
が
急
成
長

し
た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
労
働
運
動
は
、
歴
史
に

残
る
「
総
労
働
」
対
「
総
資
本
」

の
闘
い
と
い
わ
れ
た
三
池
闘
争
や

労
働
者
、
学
生
、
市
民
団
体
な
ど

と
日
米
安
全
保
障
条
約
締
結
を
巡

り
阻
止
闘
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

時
期
で
あ
り
、
最
盛
期
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
時
代
背
景
の
中
、
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
労
働
者
を
守

る
た
め
に
、
労
働
者
自
主
福
祉
や

社
会
保
障
制
度
の
充
実
を
求
め
て

創
立
し
た
県
労
福
協
の
存
在
意
義

は
、
極
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

　

創
立
以
来
、
労
働
者
福
祉
に
寄

与
す
る
運
動
を
連
合
・
労
働
金

庫
・
全
労
済
・
県
生
協
連
な
ど
の

団
体
と
連
携
し
取
り
組
み
を
行

う
と
と
も
に
、
生
活
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
労
働
・

く
ら
し
の
相
談
や
国
際
貢
献
活

動
、
勤
労
者
の
福
祉
増
進
事
業
、

反
貧
困
・
生
活
困
窮
支
援
な
ど
幅

広
い
事
業
・
運
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
創
立
か
ら
53
年

余
、
任
意
団
体
と
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
的

に
果
た
す
役
割
も
大
き
く
な
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
法
人
化
を
め
ざ

し
、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）

４
月
に
一
般
社
団
法
人
と
し
て
設

立
し
、
同
年
９
月
に
勤
労
者
家
庭

福
祉
支
援
活
動
や
勤
労
者
の
文

化
・
教
育
に
関
す
る
事
業
な
ど
公

益
に
資
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い

た
「
一
般
財
団
法
人
鹿
児
島
県
勤

労
者
福
祉
基
金
協
会
」
と
の
合
併

を
行
い
、
新
た
な
合
併
法
人
と
し

て
同
年
11
月
に
「
一
般
社
団
法
人

鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
」

が
発
足
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
労
働
者
の
福
祉
の

増
進
・
向
上
や
自
主
福
祉
運
動
の

発
展
、
生
活
の
安
定
と
経
済
的
・

社
会
的
地
位
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
構
成
す
る

団
体
と
と
も
に
、
関
係
団
体
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
運
動
の
推
進
・

強
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

他
方
、社
会
的
な
役
割
と
し
て
、

国
や
行
政
機
関
に
対
し
て
制
度
の

創
設
を
求
め
、
そ
の
実
現
を
図
る

こ
と
な
ど
も
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
全
国
的
に
取

り
組
ん
だ
、「
ク
レ
・
サ
ラ
高
金

利
引
き
下
げ
」、「
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
制
度
」、「
給
付
型
奨
学
金

制
度
」
の
実
現
な
ど
は
成
果
で
あ

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
様
々
な
課

題
に
関
係
団
体
と
連
携
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
、
県
労
福
協
は
、
創
立

60
年
を
契
機
に
、
地
域
社
会
か
ら

の
更
な
る
期
待
に
応
え
、
県
内
の

労
働
者
・
生
活
者
の
福
祉
の
増
進

と
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

社
会
貢
献
活
動
を
通
じ
て
「
困
っ

た
と
き
は
お
互
い
様
」
精
神
で
、

そ
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

認
知
度
の
向
上
に
も
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
関
係
団
体
の
皆

さ
ん
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
創
立
60
年
に
あ
た
っ
て
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

連
帯
・
協
同
で

安
心
・
共
生
の

福
祉
社
会
を
つ
く
ろ
う
！
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県
労
福
協 

研
究
集
会
、創
立
60
周
年
記
念
事
業

盛
会
に
感
謝

実
行
委
員
長
（
県
労
福
協
副
理
事
長
）　
下
　
町
　
和
　
三

　

10
月
18
日
（
金
）
に
鹿
児
島
サ

ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
し

た
、
研
究
集
会
お
よ
び
創
立
60
周

年
記
念
事
業
は
、
ご
来
賓
、
各
構

成
組
織
・
団
体
、
地
域
労
福
協
の

代
表
者
約
１
０
０
名
が
一
堂
に
会

し
て
盛
会
裡
に
開
催
で
き
ま
し
た
。

　

研
究
集
会
で
は
、
法
政
大
学
大

学
院
教
授
の
栗
本
昭
様
が
「
協
同

組
合
の
社
会
的
役
割
～
こ
れ
ま
で

と
こ
れ
か
ら
～
」
と
題
し
て
、
共

助
と
連
帯
、
協
同
組
合
間
の
連
携

等
に
つ
い
て
講
演
。
60
周
年
記
念

講
演
で
は
、
落
語
家
の
桂
竹
丸
様

が
「
笑
い
の
世
界
、
裏
か
ら
み
れ

ば
」
と
題
し
て
機
知
に
富
ん
だ
内

容
で
テ
ン
ポ
の
良
く
話
さ
れ
、
厩

う
ま
や

火
事
の
噺は

な
し

も
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
ツ
カ
エ
ル
さ
ん
」「
ピ
ッ
ト
く
ん
」

「
ユ
ニ
オ
ニ
オ
ン
」
も
登
場
し
て
和

や
か
な
雰
囲
気
で
60
周
年
を
祝
っ

て
い
た
だ
け
た
と
存
じ
ま
す
。

　

ご
列
席
頂
い
た
皆
様
を
は
じ
め

会
場
や
各
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
し
つ

つ
実
行
委
員
会
か
ら
の
御
礼
と
い

た
し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ご
来
賓
ご
芳
名

鹿
児
島
県
雇
用
労
政
課
長

　
　

坂　

口　

伊
智
郎　

様

鹿
児
島
市
産
業
局
長

　
　
鬼　

丸　

泰　

岳　

様

中
央
労
福
協
事
務
局
長

　
　

花　

井　

圭　

子　

様

南
部
労
福
協
会
長

　
　

大
久
保　

貴　

司　

様

元
理
事
長

　
　

立　

石　

博　

文　

様

元
理
事
長

　
　

東　
　
　

幸　

也　

様

落語家　桂 竹丸 様

各団体のキャラクターと一緒に!!
（左から）「ピットくん」

　　　　　 「ツカエルさん」
　　　　　 「ユニオニオン」

ユニオニオンと記念の一枚(左から）
「鹿教組／中川路 守 様／原園 正敏 様／
藤元 綾乃 様」「高教組／福田 晶子 様」

「鹿教組／今村 悟 様」

着ぐるみの皆さん（左から）
「九州ろうきん／森田 健嗣 様」
「鹿教組／永野 あゆみ 様」
「こくみん共済coop ／田中 史暁 様」

法政大学大学院教授　栗本 昭 様中央労福協　事務局長 花井 圭子 様

＜60th 記念講演＞

＜60th 記念レセプション＞
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睡眠で悩む人が2割以上
という現代。「睡眠外来」
カウンセラーでもある著
者が眠りをめぐる悩みに
アドバイスします。

よい睡眠で
ハッピーライフ!

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子

　

依
存
し
や
す
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
発
達
障
害
が
あ
る
と

や
め
た
い
と
思
っ
て
も
脳
の
機

能
障
害
の
た
め
に
う
ま
く
制
御

で
き
ず
、
結
果
的
に
依
存
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
う

つ
病
や
社
交
不
安
障
害
の
た
め

に
、
現
実
場
面
で
人
と
う
ま
く

関
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
気
を

紛
ら
わ
せ
る
た
め
に
ネ
ッ
ト
や

ゲ
ー
ム
に
の
め
り
込
ん
で
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い

う
場
合
は
原
因
を
見
つ
け
、
治

療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
族
が
依
存
す
る
よ
う
に

な
っ
た
時
、一
方
的
に
ス
マ
ホ

な
ど
を
取
り
上
げ
て
も
、
反
発

さ
れ
る
だ
け
で
す
。
本
人
の
怒

り
が
爆
発
し
、あ
な
た
が
「
敵
」

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

む
し
ろ
「
無
理
に
や
め
さ
せ

な
い
。
で
も
、
あ
な
た
も
自
分

を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
く
て
困
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
よ
い
方
法
を
一
緒
に
考

え
よ
う
」
と
話
し
、
味
方
に
な

る
こ
と
で
す
。
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー

ム
依
存
を
診
る
精
神
科
・
心
療

内
科
が
近
所
に
あ
れ
ば
、一
緒

に
訪
ね
ま
す
。
依
存
の
治
療
に

は
時
間
と
信
頼
関
係
が
必
要
で

す
。
ぜ
ひ
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

恐
れ
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
10
月
１
日
か
ら
利
便

性
や
コ
ス
ト
を
検
証
す
る
た
め
、

少
数
の
事
業
者
を
対
象
に
実
証
実

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
よ
い
睡
眠
で
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
！
」

近
頃
特
に
、眠
れ
な
い
日
が
続
き
、翌

日
の
体
調
に
影
響
し
ま
す
。
布
団
に

入
っ
て
か
ら
眠
れ
な
い
と
意
識
し
て
さ

ら
に
不
眠
へ
と
…
な
る
ほ
ど
と
思
う
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
生
活
習
慣
の

見
直
し
が
大
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

   （
鹿
屋
市
・
女
性
）

　

九
州
ろ
う
き
ん
さ
ん
と
取
引
す
る

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
搾
取
詐

欺
、
怖
い
で
す
ね
…
。
自
分
の
家

族
が
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
注

意
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　
「
噴
火
口
」
を
読
み
な
が
ら
、「
だ

よ
な
」と
若
い
頃
を
思
い
出
し
た
。

「
極
め
て
不
健
康
で
あ
っ
た
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
…
」
の

箇
所
に
「
だ
っ
た
よ
な
」
と
。
今
の

若
い
人
と「
囲
む
」機
会
が
な
い
が
、

こ
の
こ
と
も
現
在
の
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
不
足
と
関
係
が
あ
る
の
か

も
と
も
思
っ
た 

（
出
水
市
・
男
性
）

　

ネ
ッ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
依
存
に
よ
る
不
眠
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

仕
事
や
学
校
、
家
事
、
友

達
と
の
付
き
合
い
よ
り
ネ
ッ

ト
や
ゲ
ー
ム
を
優
先
す
る
。

学
業
や
仕
事
に
支
障
が
出

る
。
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
時

に
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
で
気
を

そ
ら
す
。
邪
魔
を
さ
れ
る
と

怒
る
。
や
り
た
い
気
持
ち
を

抑
え
ら
れ
な
い
。
で
き
な
い

時
間
が
つ
ら
く
て
耐
え
ら
れ

な
い
。
や
り
過
ぎ
て
次
の
朝

に
起
き
ら
れ
ず
遅
刻
し
た
り

欠
席
・
欠
勤
し
た
り
す
る
―

―
こ
れ
ら
が
一
つ
で
も
あ
る

場
合
は
「
依
存
」
が
疑
わ
れ

ま
す
。

⑧ネット・ゲーム依存による不眠

ブライダル音楽
　

結
婚
披
露
宴
な
ど
の
会
場
で
流
し

た
り
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
演
出
用
の
商
業
音

楽
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
映
像
業
者
や
結
婚
式
場
を

通
じ
て
、日
本
音
楽
著
作
権
協
会（
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
に
許
諾
の
申
請
が
さ

れ
、
こ
う
し
た
音
楽
の
著
作
権
や
著

作
隣
接
権
の
使
用
料
が
支
払
わ
れ
て

き
ま
し
た
。「
１
曲
２
０
０
円
」
な

ど
曲
数
に
応
じ
て
少
額
の
料
金
を
徴

収
す
る
仕
組
み
で
す
。
10
月
に
新
料

金
体
系
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
１
回
の
式
ご
と
の「
定
額
」

制
（
包
括
使
用
料
）
に
す
る
こ
と
も

検
討
中
。
実
質
的
に
値
上
げ
に
な
る

読
　
者

か
ら
の

声

244

こ
と
に
な
っ
て
労
働
者
福
祉
だ
よ
り

を
読
ま
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
記
事
内
容
で

隅
々
ま
で
読
み
、
充
実
感
に
浸
れ
ま

す
。 

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

早
く
も
10
月
、
今
年
度
の
仕
事
が

精
一
杯
の
と
こ
ろ
で
す
が
、来
年
度
予

算
も
こ
の
時
期
か
ら
作
業
が
始
ま
り

ま
す
ね
。
政
策
提
言
の
記
事
は
盛
り

だ
く
さ
ん
、一
つ
で
も
多
く
の
施
策
が

対
応
さ
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
国
体
も

あ
り
ま
す
が
。 

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　

台
風
の
被
害
に
会
わ
れ
た
方
々
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
近
頃
台

風
の
ル
ー
ト
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

せ
ん
か
!?
で
も
備
え
だ
け
は
怠
ら
な
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県
退
職
者
団
体
連
合
は
10
月
１
日

（
火
）、
南
国
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

「
県
退
連
ゴ
ル
フ
の
集
い
」
を
開
催

し
、
５
チ
ー
ム
20
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
心
地
よ
い
秋
風
が
吹
く

絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ま
し

た
。

　

集
い
は
、
会
員
の
健
康
増
進
と
親

睦
を
目
的
と
し
、
今
回
は
81
歳
が
２

人
、
女
性
も
１
人
参
加
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
長
年
鍛
え
た
技
を
発
揮
し
よ
う

と
真
剣
に
、
そ
し
て
楽
し
く
プ
レ
ー

し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
、
入
賞
者
は

ビ
ー
ル
、
焼
酎
「
佐
藤
」、
お
米
な
ど

の
賞
品
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

団
体
の
部

優
勝
・
県
郵
政
退
職
者
会

２
位
・
県
職
員
退
職
者
会

３
位
・
農
水
省
退
職
者
会

　

個
人
の
部
（
敬
称
略
）

優
勝
・
山
下
正
男
（
県
郵
政
退
）

２
位
・
西
村
洋
子
（
県
職
員
退
）

３
位
・
中
村
紘
一
（
Ｊ
Ｒ
九
州
退
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
・
仁
科
隆
夫

（
九
州
労
金
退
）

ニ
ア
ピ
ン
賞
４
本
、
飛
賞
８
本
な
ど

　

連
合
鹿
児
島
地
協
と
鹿
児
島
地
域

労
福
協
は
共
催
で
10
月
８
日
（
火
）、

労
金
県
本
部
５
階
ホ
ー
ル
で
「
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
学
習

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
70
人
が
参
加
し
、
講
師
に

熊
本
大
学
の
中
内
哲
教
授
を
迎
え
て
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
法
制

化
に
至
る
ま
で
の
流
れ
や
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
・
３
つ
の
要
素

（
①
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
、

②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を

超
え
た
言
動
に
よ
り
、
③
身
体
的
若

し
く
は
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ

と
）
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

姶
良
伊
佐
地
域
労
働
者
福
祉
協
議

会
は
10
月
26
日(

土)

、「
歴
史
探
訪
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま

　

大
隅
地
域
労
福
協
は
か
の
や
ハ
ッ

ピ
ー
ワ
ー
ク
と
共
催
で
10
月
26
日

（
土
）・
27
日
（
日
）
の
両
日
、
リ
ナ

シ
テ
ィ
か
の
や
で
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
教
室
は
毎
年
〝
学

び
の
秋
〟
に
勤
労
者
福
祉
向
上
を
目

的
に
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
20
代
～

70
代
ま
で
両
日
合
わ
せ
て
17
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

た
「
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
作
成
」
を

行
い
、
参
加
者
は
ア
ル
バ
ム
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
画
像
を
選
択
し
、
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
文
字
や
音

楽
を
挿
入
す
る
基
本
操
作
を
学
び
ま

し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
ス
ラ
イ
ド
を

サ
ウ
ン
ド
付
き
で
再
生
す
る
と
、
参

加
者
は
操
作
に
も
熱
が
入
り
、
さ
ら

に
デ
ザ
イ
ン
性
を
取
り
入
れ
た
機
能
を

試
す
な
ど
し
て
完
成
し
た
自
身
の
作
品

に
喜
び
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
「
年
賀
状
作
成
」
で
は
、

宛
名
面
を
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
の
〝
は
が

き
作
家
〟
で
作
成
し
、
裏
面
は
ワ
ー

ド
ソ
フ
ト
の
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を

荒々しい北岳をバックに集合写真

　

大
正
の
大
噴
火
か
ら
１
０
０
年
余

り
が
過
ぎ
、
最
近
ま
た
活
発
に
噴
火

を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参

加
者
は
台
風
・
地
震
・
水
害
等
に
加

え
、
桜
島
の
噴
火
に
対
し
て
も
日
ご

ろ
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ

を
確
認
し
合
い
な
が
ら
帰
途
に
つ
き

ま
し
た
。

「
ゴ
ル
フ
の
集
い
」
を
開
催

県
退
職
者
団
体
連
合

パワハラについて講演する中内先生

令
和
元
年
度

パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催

大
隅
地
域
労
福
協

歴
史
探
訪

「
桜
島
を
体
感
し
よ
う
」

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
学
習
会鹿

児
島
地
域
労
福
協

し
た
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
の
下
、
組
合
員
や

退
職
者
会
会
員
34
人
が
参
加
。

　

毎
日
の
よ
う
に
目
に
す
る
桜
島
を

「
一
周
し
て
体
感
し
尽
く
す
」
と
い

う
内
容
で
、
参
加
者
は
ま
ず
桜
島
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
桜
島
の
歴
史

を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

昼
食
の
後
、
標
高
３
７
３
メ
ー
ト

ル
の
湯
之
平
展
望
所
か
ら
、
目
の
前

に
迫
る
北
岳
の
荒
々
し
い
山
肌
、
振

り
向
い
て
鹿
児
島
湾
を
挟
ん
で
広
が

る
鹿
児
島
市
の
街
並
み
と
い
う
絶

景
を
眺
め
ま
し
た
。
最
後
は
、
大
正

３
年
の
大
噴
火
で
、
た
っ
た
１
日
で

軽
石
や
火
山
灰
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た

黒
神
埋
没
鳥
居
を
見
学
。
３
メ
ー
ト

ル
あ
っ
た
鳥
居
が
、
笠
木
部
分
の
１

メ
ー
ト
ル
を
地
上
に
見
せ
る
の
み
の

姿
に
、
参
加
者
は
当
時
の
噴
火
の
凄

ま
じ
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

使
い
、干
支
な
ど
の
画
像
の
挿
入
や
、

文
章
の
入
力
、
方
法
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。「
ぜ
ひ
、
今
年
の
年
賀
状
作

成
は
ご
自
分
で
！
」
と
講
師
が
用
意

し
た
年
賀
状
素
材
入
り
Ｃ
Ｄ
付
き
の

テ
キ
ス
ト
も
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
今
ま
で
撮

り
っ
放
し
だ
っ
た
写
真
を
、
今
後
ど

う
す
れ
ば
良
い
か
が
分
か
っ
た
」「
研

修
等
の
発
表
で
見
て
い
た
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い

る
か
が
分
か
っ
て
勉
強
に
な
っ
た
」

「
今
ま
で
パ
ソ
コ
ン
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
ゲ
ー
ム
だ
け
の
利
用
だ
っ
た
が
、

今
後
は
写
真
を
取
り
入
れ
な
が
ら
の

文
書
作
成
も
し
て
み
た
く
な
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
見
ら
れ
、
参
加
者

の
学
習
意
欲
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

熱心に聞き入る参加者

　

今
後
も
、
参
加
者
の
ス
キ
ル
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
の
場
を
設
け

て
い
く
予
定
で
す
。

（
か
の
や
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ク
早
田
優

子
）
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
秋
の
行
楽
と
い
え
ば

５
　
漫
画
「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル

の
武
術
の
達
人
。
…
…
仙

人

７
　
東
京
に
住
ん
で
い
ま
す

８
　
デ
パ
ー
ト
の
物
産
展
で
人

気

10
　
国
や
自
治
体
の
お
金

11
　
道
端
を
こ
う
言
い
ま
す

13
　
カ
ワ
ズ
と
は
…
…
の
こ
と

15
　
多
…
…
、少
…
…
、度
…
…

16
　
旧
約
聖
書
の
登
場
人
物
。

大
洪
水
か
ら
逃
れ
ま
し
た

17
　
ち
ょ
っ
と
休
み
ま
す

20
　
今
年
、南
キ
ャ
ン
の
山
ち
ゃ

ん
と
結
婚
。
蒼
井
…
…
さ
ん

21
　
戦
国
時
代
、
織
田
信
長
に

つ
い
た
志
摩
の
…
…
水
軍

22
　
英
語
で
は
「
ト
ラ
ベ
ル
」

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
オ
フ
ロ
ー
ド
で
の
オ
ー
ト
バ

イ
競
技

２
　
こ
っ
そ
り
と
話
す
…
…
打

ち�

３
　
Ａ
Ｉ
。
…
…
知
能

４
　
も
う
け
で
す

5
　
１
９
８
９
年
11
月
９
日
に

崩
壊
し
た
「
ベ
ル
リ
ン
の

…
…
」

６
　
エ
ン
ド
ウ
豆
、
法
則
、
遺

伝
学
と
い
え
ば
、
こ
の
人

９
　
近
所
の
火
事
。
…
…
見
舞

い

12
　「
収
縮
」
の
反
対
で
す

14
　
ど
の
職
場
に
も
い
ま
す
よ

ね
、
こ
う
い
う
人
。
…
…

の
力
持
ち

17
　
黄
ば
ん
だ
赤
色
で
す

18
　
秋
に
は
人
形
に
も
な
り
ま

す

19
　
水
蒸
気
か
ら
で
き
る
氷
の

結
晶

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

高
磯
美
智
子		



野
尻　

尚
子

　

中
村　

一
恵		



下
園　

裕
之

　

上
村　

文
彦		



堀
之
口
吉
夫

　

末
廣　
　

翼		


廣　
　

秀
範

　

星
原　

淳
志		



長
岡　

満
男

　

南　
　

綾
夏		



鮫
島　

一
彦

　

中
川　

照
美		



福
永
み
ど
り

　

今
福　

将
貴		



高
木　

広
子

　

花
岡　
　

悟		


大
畑　

恵
子

　

平
山
ス
ミ
エ		



末
吉　

啓
和

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
１
９
年
12
月

６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

10
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

95
通
で
、
94
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「ビデオカメラ」

こくみん共済 coopは営利を目的としない保障の生協とし
て共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の
皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的と
しています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込ん
で居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各
種共済をご利用いただけます。

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）

■相談時間：午前10時～午後4時

■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など

■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料

金がかかる場合があります。


